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「自分の未来を切り拓け！」

新型コロナ感染

症の流行が落ち着

いているときに、調

理実習を行うこと

ができました。

今までできずに、

延期されていた実習 先月１０月２８日に、不審者が学校に侵入したときに

でした。 対応するため、避難訓練を行いました。警察の方が不

審者となり、まるで本当の不審者が学校に侵入したか

のような緊張感の中で行われました。まずは教員が

生徒の皆さんはた 不審者の対応をしている間に、生徒は安全な場所に

のしく実習（今回は鮭 逃げることができました。

の切り身のソテーな 上の図は、生徒の皆さんの前で、ネットランチャーを

ど）を行うことができ 始動させたときの様子です。ネットランチャーは不審

ました。 者を捕まえるためではなく、不審者から逃げる時間を

作り出すために使用するのだそうです。

１１月４日（金）に全校で計算コンテストが行われまし

た。そして、多くの生徒が合格することができました。

プレテスト 本テスト 福島民報新聞のコラム「若い世代」に投稿した佐久

合格者 合格者 間杏奈さんの「文豪を知って本好きになる」を読んで、

杏奈さんにぜひお会いしたいと連絡が入りました。そ

第１学年 ３１名 ３６名 の方は村山さんというお方で杏奈さんが好きな文豪

「坂口安吾」のご子孫だそうです。村山さんは自分の

第２学年 ３１名 ３４名 親戚である坂口安吾のことが書かれていてとてもう

れしくなったそうです。杏奈さんと柑奈さんが同席し、

第３学年 ２０名 ２２名 坂口安吾についてたくさんのことをお話しすること

ができました。まさにすばらしい「ご縁」ですね。

楽しく調理実習 不審者対策避難訓練

計算コンテスト 新聞の投稿からご縁が
生まれました。

中央が村山明人様




